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・星遷后駆
平成17年度決算 (P. 2) 

第3回定例会・議案 (P. 4) 

町のシンボルが決定 (P. 5) 

まちの出来事 (P. 6) 

知りたい情報局 (P. 7) 

串本町のシンポルが決定！

串本町のシンボルに決定したスイセン（花）、キンカン（木）、メジロ（鳥）、 トビウオ（魚）

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・ •••20,364 人 ・男性…… 9,416人 ・女性…… 10,948人 ・世帯数…… 9,38ワ世帯

（平成18年10月 1El硯在）



1 何のために、どのくらい使ったの？

♦ 町民一人当たり内訳

議会費 4,385円

総務費 70,737円

民生贅 89,452円

衛生費 76,061円
農林水産業費 24,363円

商工荻 7,471円
土木費 25,715円

消防費 30,498円

教育費 42,683円

災害復旧費 5,743円

公債費 52,338円

合 計 429,446円

※平成18年3月末の住民基本台帳人n
20.463人を使用しています。

lは5.289万円(I.7%)
梢防黄

6it2.408ガ円(7.I%) 

農林水産業費

4憶9.854万円(5.7%)

上木渋

災害復IR野
lfほI.752!;円(1.3%)

民IF_晋

18lむ3．045万円(20.8%)

衛生要

15位5．臼3Jj円(17.7%)

借入金（町債）・積立金（基金）はいくらあるの？ I 
町が行う様々な事業 （漁泄や学校の建設など）のために長 ● 墓金と町債の額（平成17年度末）

期に借り入れるのが町偵です。平成17年度には 9低5,730万円

を新たに偕り入れています。

また、Ill]が行っている栢立 （貯金）を基金と言います。平成17

年度は主なものとして、財政調整基金の積み立てで 6,313万円、

合併市町村振興基金の積み立てで 21怠円が増加しています。

1 特別会計収支 I 

会計名 収入 支出 収支差引 会計名 収入 支~出 収差引

老人保健事業 3l匝7,ffi7 31伺9,974
△ ,31万円

潮岬財産区
4,071万円 4醐円 3,574万円

特 別会計 万円 万円 特 別 会 計

国民健康保陰 刃低5,565 刃低6,646
△1,081万円

出雲財産区
4,2戸 l両円 4, 13訪円

事業特別会計 万円 万円 特別会祈

介護保険事業 17億3,(lJ7 16億7,924
5,083万円

有田財産区
2,71冗5円 14巧円 2,57印升月

特 別会計 万円 万円 特別会計

問易水道事業 2傷9,272 2億8,2切 1,01誌円
田並財産区

321万円 淀万円 28防円
特 別会計 万円 万円 特 別 会 計

下水遼事業
5,0l坊円 3.12訪 F9 1,884万円

和深財産区
66訪円 1万円 64肪円

特 別会計 特別会計

通所介護事業 8, l勘円 7.3記万円 8詑万円
古座地区財産

342J.j円 15万円 3匂万円
特 別会計 区特別会が

住宅資金貸付
6,351万円

1億淀7
△ ,976万円

西向地区財産
l,5翫円 l紡円 1,51切円

事業特別会計 万円 区特別会訂

串本財産区 87訪円 ⑮ F] 8励円
田原地区財産

l燭円 l巧円 12防円
特 別会計 区特別会計

会計名 総収益 総四用 当年度純利益 翌年度繰越利益剰余金

病院事業会計 24億9,e万円 24億8,583万円 444万円 △ 23億7,82訪 F]

水道事業特別会計 5億5,394万円 4億6,8鉛万円 8,fDl万円 6,0457Jfll 

国民宿舎事業会計 1偲2,251万円 1億2,7醐円 △ 4ll2万円 △ 7必辱F]

平成17年度の決算が9月開催の町讀会に提案されました。今月号では主に一般

会言十の収入や使途の状況についてグラつや表などでお知らせいたします。（金額は

全て万単位で表示しています。）

姫入総額91億9,356万円。合併1こよる打ち切り決口に伴う平成16
町債 年度の未収金が含まれているものの、主として合併1こ係る要因
暉．5,730ガ円(10.,1%） がなくなったことから、総額は大幅に減少しています。

県支出企

8は292ガ円(8.7%)
支出金

759カ円(5,>1%)

③ 広報くしもと 11

地方交付税 ！ その他

39!0'.4 _4,19ff円(42.9%） 6伐9.529)J円 (7.6%)

自主財源 27.4% 依存財源 72.6%

歳出総額87億8,776万円。合併に伴い．議貝報酬や特別踊

給が滋つにこと．退職者の不補充などにより人件費が減少。
また国民健康保険事業会計や住宅資金臼付事業会計への

誤出金なども減少しており総額は大福に澤少しています。

♦ 対前年度伸び率

人件費 △ 66% 
物件贄 △ l.8% 
維持補修費 △ 6.9% 
扶助費 5.0% 
補助費等 △ 36.0% 
公債費 △ 27.9% 
積立金 17.2% 
投資及び出資金 159.7% 
繰出金 △ 50.3% 
普通建設事業費 △ 35.0% 
災害復1日費 630 6% 

合 計 △ 27.7% 

町税、

15!0:2.198カ円(16.6%)

株入金

lf岱1.647ガ円(1.6%)

使用料及び手数料

l1立4.708hPl(l.6%)
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災害復IH費
直 I.752ガ円(1.3%)

維持補修渋

J伐I.109万円(1.3%)

投沢及び出汽企

I. 989 /j円 (0.2%)

人件巽I 2l fE7.908h円~8%)

補助費~•;,

j01慈8,949万円(12,,1%)

物件費

1,1 lrJ.473万円
(16.0%) 

粽出金 ～～、～公偵探 ＼＼芦遥滋設屯業費

91如96ガ円(10.3%) 10(!'!:7.098万円(12.2%) 9憶3.950万円(LO.7%) 

1 では…収支li? | 
以上のことから、ヤ成17年度 一般会計については、収入と支出の差サ14低580万円から翌年度に繰

越すべき財源9.587万円を除いた 31彰993万円の黒字となりました。 しかし、合併に伴う国県による

財政支援は年々少なくなる 一方、取り紐むべき課題 ・事業は多く 、厳しい財政状況にあります。 こ

のため、合併効果を活かした計両的な平業実施が必要とな っています。
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■串本町のシンポル

串本町の花 スイセン
（ヒガンバナ科の多年草）

スイセンは坪野や潮岬に多く植栽

され、潮風になび<n」憐な花です。

肯い洵とのコントラストも美しく、

暖かく池に面した木州最南躇の地

に春の訪れを告げる化として知ら

れています〉

串本町の木

大島で多く栽培•生酢されるキン

カンは、路地で栽培されており、

海に面した温暖な地を象徴する樹

木です。

串本町の鳥

キンカン
（ミカン科の常緑低木）

メジロ
（スズメ目メジ□科）

池岸沿いから山間部まで、広く町

内に生息するメジロは、古くから

呵民に親しまれてきた烏です。

串本町の魚 トビウォ
（ダツ目トピウオ科）

トビウオは海1川を滑空する特呉l叶
をもった魚です。その美しく滑布

する姿は末束に向かって飛躍する

串木刊」の象徴です。

串
本
町
議
会
第
3
四
定
例
会
に
は
、
条
例

案
件
6
件
、
補
正
予
算
案
件
6
件
、
決
算
議

決
案
什

m件
、
そ
の
他
の
案
件

lftが
提
案

さ
れ
、
全
て
の
案
件
が
可
訊
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
案
件
の
エ
な
も
の
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
串
本
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

串
木
町
過
疎
池
域
白
立
促
進
計
両
の
中
に
、

サ
ン
ゴ
台
8
号
綜
改
良
事
業
、
林
道
姫
川
線

舗
装
事
党
及
び
ILJ
田
浄
水
場
移
転
更
祈
市
染

の
3
竹
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
串
本
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

指
定
管
坪
者
の
公
募
、
協
定
の
紬
糾
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
係
る
部
分
を
追
加
し

ま
し
た
。

●
串
本
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

指
定
管
理
者
が
公
の
施
設
の
特
坪
業
務
を

行
う
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
を
適
汗
に
管
埋

●
串
本
町
ふ
る
さ
と
資
源
活
用
施
設
条
例
の

一
部
改
正

秤
野
釣
り
公
園
セ
ン
タ
ー
か
指
定
管
迎
者

制
度
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
料
金

が
管
理
者
の
収
人
と
な
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
串
本
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

10月
1
日
か
ら
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う

ち
一
定
見
準
以
卜
の
所
得
の
方
に
つ
い
て
、

自
己
貝
担
割
合
が
こ
れ
ま
で
の
2
割
か
ら
3

割
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
し

ま
た
、
出
産
し
た
力
に
文
給
さ
れ
る
出
産

育
児
一
助
金
の
額
が
こ
れ
ま
で
の
3
0
J
J
円
か

ら
3
5
万
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

町
職
員
の
人
事
異
動

〔
〕
内
は
旧
載

T
成

18
年
IO
月
1
日
付

占
痺
川
病
院
事
務
長
谷

n
秀
行

面
工
農
林
課
長
〕

荷

工

四

后

林

諜

長

松

木

英

切

〔
総
務
諜
工
幹
（
諜
長
待
遇
）
〕

渾
退
職
〉
平
成
18
年
9
月
3
0
日
付

小
瀧
腎
作
〔
古
座
川
病
院
中
務
長
〕

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
ま
し
た

一
生
懸
命
に
コ
ー
ル
に
向
か
っ
て
走
リ

ま
百
。
そ
し
て
、
皆
一
斉
に
ロ
ー
ル
で

待
ち
受
け
て
い
る
担
任
の
先
生
方
の
胸

に
飛
び
込
ん
て
い
つ
に
の
て
す
。
そ
ご

に
は
大
き
な
信
頼
関
係
か
あ
リ
ま
し
た
。

私
は
そ
の
光
察
に
穀
育
・
保
畜
の
原

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
点
を
見
た
と
思
い
ま
し
た
。

10月
は
何
か
と
行
事
の
多
い
月
て
サ
。
巷
同
、
敦
畜
の
荒
廃
か
叫
ば
れ
て
久

秋
祭
リ
、
運
動
会
な
と
慌
に
に
し
い
毎
し
い
な
か
、
先
頃
、
発
足
し
た
安
倍
新

日
を
送
ら
れ
た
方
も
多
い
の
て
は
な
い
四
閣
も
ぶ
玖
合
の
再
生
」
を
大
き
な
政

で

し

ょ

う

か

。

策

の

柱

の

―

つ

に

据

え

て

い

ま

す

。

10月
15日
。
串
本
町
内
て
は
以
前
こ
「
美
し
い
国
づ
く
リ
」
に
と
っ
て
、

の
El
に
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
に
何
よ
リ
も
大
切
な
点
が
ご
の
敦
合
の
再

か
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
体
育
の
日
や
土
生
て
は
な
い
か
と
私
も
考
え
て
お
り
ま

曜
•
E
l
曜
と
組
み
合
わ
せ
た
日
程
に
芍
。
昨
年
、
町
長
就
任
の
際
に
、
敦
育
・

よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
に
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
騨
を
呵
民
の
皆

ふ
る
さ
と
を
出
て
都
会
へ
働
き
に
行
っ
様
に
宣
言
い
に
し
ま
し
た
。

て
い
る
若
者
た
ち
が
戻
っ
て
来
ら
れ
る
蛇
域
の
活
性
化
並
び
に
地
域
の
敦
育
、

ょ
う
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
て
す
。
文
化
の
推
進
・
向
上
に
と
っ
て
、
地
域

さ
て
、
今
年
の

10月
15日
、
私
は
句
力
の
育
成
、
強
化
と
い
う
も
の
が
不
可

立
串
本
保
育
園
〈
園
児
129名
）
の
酒
動
欠
て
あ
る
と
考
え
ま
す
。
秋
祭
リ
に
お

会
に
招
待
を
受
け
参
加
し
ま
し
た
。
約
け
る
エ
ネ
ル
キ
ー
の
結
集
、
酒
動
会
て

50年
前
、

2
年
間
保
育
を
受
け
に
懐
か
の
地
域
全
体
の
一
体
化
、
敏
育
に
携
わ

し
い
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
、
可
愛
ら
る
陸
係
者
と
の
信
頼
の
絆
、
こ
う
し
た

し
く
無
邪
気
な
園
児
に
ち
の
入
場
行
進
も
の
が
総
合
さ
れ
て
地
域
の
力
と
な
り
、

に

感

無

墨

て

し

た

。

町

の

活

性

化

、

敦

育

、

文

化

の

振

興

に

こ
の
運
動
会
で
大
変
印
象
に
残
っ
に
繋
が
つ
て
ゆ
く
の
た
と
、
当
た
り
前
な

光
呂
が
涜
リ
ま
し
た
。
も
も
組
〈
年
少
）
ご
と
て
は
あ
リ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
ご

か
ら
、

0
は
り
組
〔
年
長
）
ま
で
、
名
と
を
再
認
諜
し
た
母
園
で
の
運
動
会
で

年
代
の
圏
児
た
ち
に
よ
る
か
け
っ
こ
の
涜
り
ま
し
た
。

と
き
の
こ
と
て
す
。
園
児
に
ち
か
そ
れ
季
節
の
変
わ
リ
目
で
す
。
皆
さ
ま
と

そ
れ
の
年
齢
、
発
達
段
階
に
応
し
て
、
う
そ
ご
自
愛
く
た
さ
い
。

新
し
い
串
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
の
役
員
や
住
民
代
表
等
で
構
成
さ
れ
る
串
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
選
考
委
員
会
（
西
田
新
会
長
）
に
対
し
、

本
年
4
月
に
町
か
ら
諮
問
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
花
」
「
木
」
「
鳥
」
「
魚
」
の

4
種
を
選
考
す
る
こ
と
を
決
定
。

4
月
末
1
5
月
末
の
約
1
ヶ
月
問
、
広
報
等
に
よ
り
公
募
を
行
い
、
ま
た
町
内
の
小
中
学
校
、
高
校
へ
も
応
募
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

527
名
の
方
々

か
ら
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
同
委
員
会
で
は
そ
の
結
果
を
も
と
に
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
去
る

9
月
1
5
日
、
同
委
員
会
か
ら
町
に
対
し
、
左
の
4
点
を
町
の
シ
ン
ポ
ル
と
し
て
選
考
し
た
と
の
答
申
が
行
わ
れ
、
町
で
は
こ
の
答
申
を
9
月
の

町
議
会
に
報
告
し
た
後
、
庁
内
で
検
討
を
行
い
、
答
申
内
容
の
と
お
り
町
の
シ
ン
ポ
ル
を
制
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

臀長縫趙

松原 繁樹
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イノシシの被害にあった畑

自分たちの住む地域の地図を見ながら、防災について

話し合う子どもたち

親
子
で
考
え
よ
う

1
0
月
M
日
、
橋
杭
小
学
校
に
お
い
て
、
日
本
建
築
学
会
災
害
委

員
会
近
畿
＇
益
部
と
串
本
町
の
共
併
に
よ
る
、
小
学
牛
と
そ
の
保
履

者
を
対
象
に
し
た
防
災
溝
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
座
に
は
橋
杭
小
・
ー
ロ
庫
小
・
川
原
小
か
ら
1
4
組
30

人
の
親
子
が
参
加
。
地
衷
や
津
波
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
り
、
防

災
に
閲
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
後
、
学
校
ご
と
に
3
班
に
分
か

れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
避
難
ル
ー

ト
や
、
地
震
直
後
の
行
動
、

5
年
先
の

IEJ

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
砦
で
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
段
後
は
班
ご
と
に
話
し

合
っ
た
内
容
を
発
表
し
、
将
来
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
「
安
全
な
避
難
路
を
整

価
す
る
こ
「
高
い
と
こ
ろ
に
小
学
校
を
つ

く
る
。
」
な
ど
の
息
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

請
帥
を
務
め
た
神
戸
大
学
の
大
谷
恭
弘

助
教
授
は
、
「
今
日
出
さ
れ
た
点
見
は
、

将
木
＋
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
の

IEJ

つ
く
り
に
必
ず
つ
な
が
る
と
思
う
。
」
と

溝
評
を
述
べ
、
参
加
者
か
ら
は
「
防
災
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
」

「
了
と
も
に
津
波
の
怖
さ
を
伝
え
た
か
っ

た
の
で
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。
」
と
い
っ

た
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

御
切
包
⑱
佃
圏
圏

E
-農
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ノ

シ
シ
や
タ
ヌ
キ
な
ど
の
被
害
に
悩
ん

で
い
ま
す
。
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
串

本
町
の
施
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

串
木
町
で
は
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
野
牛
烏
獣
に

よ
る
農
作
物
へ
の
被
宮
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

せ
っ
か
く
丹
桔
込
め
て
育
て
た
田

や
畑
の
作
物
が
野
生
鳥
獣
に
食
い
荒

ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
存
、

串
本
町
て
は
「
串
本
町
農
作
物
烏
獣

害
防
止
対
策
事
業
」
と
し
て
、
「
農
地

の
防
護
施
設
設
E

直
に
対
す
る
I
茶
援
」

と
、
「
右
害
島
獣
の
捕
獲
」
の
向
面

か
ら
有
害
島
獣
対
策
を
展
間
し
て
い

ま
す

3

■農
地
の
防
護
施
設
設
置
に
対
す
る

支
援有

宮
島
獣
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
は
、
ま
ず
各
戸
そ
れ
ぞ

れ
の
防
護
対
策
が
大
切
で
す
。

作
物
を
獣
宮
か
ら
守
る
に
は
、
股

地
を
防
護
柵
や
電
気
柵
的
で
囲
い
、

"4の獣
の
進
入
を
防
ぐ
事
が
対
策
の
一
っ

と
な
り
ま
す
。
町
で
は
こ
の
防
設
柵

や
電
気
樹
等
の
設
置
に
つ
い
て
補
助

を
行
い
、
農
業
掠
煎
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
c

補
助
制
度
の
概
安
は
次
の
と
お
り

で
す

3

親
子
防
災
市
民
講
座

防
災
対
策

防護柵の設置について補助制度があります

【
応
募
規
定
（
抜
粋
）
】

▼
応
募
資
格

ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
c

串
本
町

内
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ピ
ス
を

利
JiJ
し
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
定
海

域
て
撮
影
さ
れ
た
ア
マ
チ
ょ
ア

の
よ
発
表
作
品
に
阪
る
。

▼
応
募
点
数

1
名
2
0
作
晶
ま
で
。
所
定
の
応

蛉
杯
式
に
基
づ
き
、
必
要
事
瑣

を
1
作
晶
1
枚
記
人
の
卜
、
作

品
と
と
も
に
告
留
か
簡
易
書
留

に
て
郵
送
し
て
卜
さ
い

C

▼
応
募
先

〒

6
4
9
1
3
5
0
3

和
歌
山
県
束
牟
妻
郡
串
本
町
串

本
2
3
7
7
串
木
郵
便
局
留

串
本
海
巾
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

応
凸
往
係
宛

▼

部

門

0
一
般
写
真
部
門

3
5
m
m
ス
ラ
イ
ド
ま
た
は
2
L
プ

リ
ン
ト
（
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
場

合
）
の
み

0
デ
ジ
タ
ル
部
門

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
及
び
フ
ィ
ル

ム
か
ら
ス
キ
ャ
ン
し
て
デ
ジ
タ

ル
処
理
し
た
作
品

0
シ
ョ
ッ
プ
部
門

3
点
．
組
に
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ヨ
ノ
プ
で
の
エ
ン
ト
リ
ー
作
品

0
ラ
ム
サ
ー
ル
サ
ン
ゴ
部
門

串
本
の
サ
ン
ゴ
を
表
現
す
る
作

0
現
在
、
耕
作
し
て
い
る
農
地
に
対

し
、
5
年
以
上
使
用
に
耐
え
る
維

持
・
修
紐
以
外
の
野
生
鳥
欧
害
防
止

施
設
に
係
る
資
材
の
購
入
費
用
。
（
野

生
鳥
獣
害
防
止
施
設
と
は
、
防
渡
柵
、

軍
気
柵
な
ど
を
言
い
ま
す
。
）

0
補
助
令
の
交
付
額
は
、
資
材
購
入

に
要
し
た
経
費
の

2
分
の

1
以
内
と

し
、
1
0
J
J
円
を
限
度
と
す
る
。

〇
袖
助
対
象
と
す
る
防
護
柵
及
び
屯

気
楕
は
、

l
m
当
た
り
の
単
仙
を
9

0
0
口
以
内
と
す
る
c

こ
の
他
に
も
採
択
某
準
が
あ
り
、

そ
の
某
準
に
適
合
し
、
事
前
に

ill拍

す
る
こ
と
が
必
変
と
な
り
ま
す
。

-
■有
害
烏
獣
捕
獲
事
業

「
有
害
烏
欧
の
捕
獲
」
に
つ
い
て

は
、
狩
猟
時
期
は
も
と
よ
り
、
猟
期

以
外
て
も
「
被
害
届
」
を
受
け
、
況

地
確
認
な
ど
の
調
査
を
慎
軍
に
行
っ

た
後
、
猟
友
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
て
冊
獲
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

某
本
的
に
は
有
宮
即
除
な
ど
に
従

事
す
る
方
々
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
訊
勁
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
有
古
烏
獣
と
し
て
の
捕
獲
が

あ
っ
た
時
に
は
「
串
木
町
有
害
畠
獣

抽
獲
市
業
補
助
金
父
付
安
網
」
に
某

づ
い
て
補
助
金
を
父
付
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
串
本
町
役
場
商
工
腐

林
諜
t
1
0
7
3
-
a
1
6
2
_
o
-
a

3
-
3
)

ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、。
l
>
 

昨年のグランプリ「碧（へき）」

第15回串本海中フォトコンテスト

作品募集．“
品
（
ス
チ
ー
ル
・
デ
ジ
タ
ル
で

も
応
券
OJ
態

▼
応
募
期
間

11
月
1
日
（
受
付
開
始
）

1

T
成
1
9
年
1
月
2
0
日
（
必
着
）

▼

審

査

応
＂
券
締
め
切
り
後
、
2
月
中
に

審
査
を
行
い
、
3
月
巾
に
表
彰

人
を
行
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

事
務
局
（
串
本
刷
観
光
協
会
）

6
0
7
3
5
J

ふ

6
2
)
3
1
7
1

※
詳
し
く
は
、
串
本
町
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
競
＜

た
さ
い
。
応
募
要
綱
・
応
募
用

紙
な
ど
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
l
l
p
"
¥＼
w
w
w
.k
a
n
k
o
u
,
k
u
s
h
i
 

m
u
t
o
.j
p
,、
s
u
b
|
0
3
|
0
4
.h
t
m
l

※
第
1
4
回
の
入
買
・
入
選
作
品

で
半
成
1
9
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

什
成
し
ま
す
。
現
在
、
川
内
の

協
荘
店
を
券
集
し
て
い
ま
す
。

⑰広 報くしもと 11 広報くしもと 11
\~,9 

.6. 

9

¥

 

9

し



■串本町の医療費の状況

虹｝億

49偲

48億

47億

48億6,641万円

冒 I平成16年度 平成17年度

※平成15・16年度は、旧串本町 ・旧古座町の合算数恒

平成15!平度

■医
療
費
が
増
え
続
け
る
と

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

角

叩

ぃ

直

樹

潮

岬

河

川

包

応

淳

商

｛

吊

1
し

r

詞

m
怜

也

淳

向

宮

あ
い
り

濱
U

藍

里

和

幸

潮

岬

二
う
え
い

山

口

昌

栄

翔

須

汀

あ
ん
じ
ゅ

福

山

晏

珠

大

輔

出

実

み

松

尾

美

空

砧

行

串

本

芦

立

心

貞

児

串

本

中

村

忍

雄

一

郎

須

江

上

r
n
T乃
清

須

江

/ ／ ー ／ へ ／

竹浅杉田方堀牧細矢岩
中利本原 貧 野谷野橋

T展知幹更友芙良睦俊

春行笑也実和佐間芙王

串

本

串

本

潮

岬

那
智
勝
浦
町

串

本

す
さ
み
町

潮

岬

祁
智
勝
浦
町

申

本

潮

岬

石
川
喜
七
郎

頃

八
千
美

尾
高
喜
禰
太

岩

本

ひ

さ

竹
田
ふ
く
み

阿
部
喜
代
且

中

地

乎

竹

内

輝

降

松

尾

町

◇
梁
村
彰
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
亡
父
（
ニ

勾
口
児
）
の
偲
査
と
し
て
潮
岬
老
人
ク

ラ
ブ
ヘ

3

◇
西
萩
友
喜
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
亡
父

（
良
作
）
の
香
典
返
し
と
し
て
身
体
障

厚
生
労
働
省
よ
り
平
成
16年
度
の
国
民
医
療
代
は

3
2
兆
l
.
1
1
1
億
円
で
、
平
成

15

年
度
3
1
兆
5
.
3
7
5
億
円
と
比
較
し
ー

．
8
％
増
と
な
り
、
2
年
連
続
で
過
去
最
高
を

更
新
し
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17年
度
の
概
符
医
療
代
は

3
2
兆

4
0
0
0億
円

と
公
表
さ
れ
て
お
り
、
渦
天
最
高
を
更
新
す
る
の
も
確
実
で
す
。

■ど
う
し
て
医
療
費
は
増
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
？

①
社
会
の
高
齢
化

若
い
人
に
比
べ
て
、
医
療
を
受
け
る
機

会
が
多
い
古
向
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

②
医
療
技
術
の
進
歩

新
し
い
医
療
機
器
や
新
＂楽
が
開
発
さ
れ

る
反
面
、
治
療
に
か
か
る
費
用
が
増
え
て

い
ま
す
。

③

靡

癌

者

の

増

加

生
活
習
慣
病
な
ど
長
期
治
療
を
要
す
る

欝
齋
應
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

④
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

同
じ
症
状
で
何
度
も
病
院
を
変
え
る
な

ど
、
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
も
原
因
の

ー
つ
で
す
。

医
療
骰
が
増
え
れ
ば
、
国
保
が
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
も
増
え
ま
す
。
そ

し
て
医
療
牝
が
増
え
続
け
れ
ば
、
国
保
の

財
政
が
圧
迫
さ
れ
保
険
税
を
引
き
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

医
療
ト
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
保

険
税
引
き
上
げ
と
い
う
か
た
ち
で
、
私
た

ち
の
生
活
に
酉
接
か
か
わ
っ
て
く
る
問
題

な
の
で
す
。

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
と
健

康
づ
く
り
で
、
医
療
費
を
節
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
協

力
し
合
い
、
無
駄
を
省
き
、
医
療
費
を
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■医
療
費
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ

と
は医

療
費
を
減
ら
す
こ
と
は
簡
単
で
は
あ

国民健康保険係から

のお知らせ

月
9
正
図
蕊
呂

り
ま
せ
ん
が
、
医
療
骰
増
加
の
要
肉
の

一

つ
で
あ
る
慢
性
疾
患
の
患
者
の
増
加
に
つ

い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
生
活
習
恨
を
改
苦

し
て
い
れ
ば
、
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
生
活

篇
に
気
を
つ
け
て
、
健
康
で
い
る
こ
と

が
医
療
牝
節
約
の
最
大
の
ボ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
お
医
者

さ
ん
の
か
か
り
方
に
注
意
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

■上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

0
お
医
者
さ
ん
の
掛
け
持
ち
は
や
め
ま

し
ょ
う

0
緊
急
時
以
外
、
時
間
外
、
休
日
受
診
は

な
る
ぺ
＜
避
け
ま
し
ょ
う

〇
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う

〇
係
り
付
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

0
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り

ま
し
ょ
う

0
分
か
ら
な
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
は

き
ち
ん
と
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

0
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
・
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

※広報へのオし）社を希笠されない方は、屈出の際に窓11にお山し出くださいc

J

寄
付
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

嬉

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

79 84 88 89 87 94 76 79 81 

古中串串潮閾田閻二
野野

出湊本本岬川了川色

,,-------------------------------------------------------、
滋さないてあなたのJいの注意の火。」

— 公＜≪力発生しやすい特季を迎えるに当たリ 11月 9日応）から

158（水）までの7日間、秋季全国火災予防運動が実施されます。

■住宅火災 いのちを守る 7つのポイント

〗;:□／［〗力るとふぷ
・逃げ遅れを防くために、住宅失災苦毅器を設酒する。

・寝具 衣類及びカーテンからの火災を防くために、防災製品を

使用する。

・火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設苫する。

•お年寄，）や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制

をつくる。

■住宅用火災竺報萎の設置について

新築住宅については、平成18年 6月 1日から取，）付けか芸務付

けられています F 既存住宅については市町村条例て取り付け完

了の団期か決められており¥串本町では平成23年 5月31日までと

なっています。取り付け場所や維持の仕方なとは央災予防条例で

定められています。詳しくは串本町消防本院 (f:0735-62-0119)
までお囲い合わせくたさい。

------------------------------------------------------. 

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

19月受付分敬祢略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

/ / / 

瀧温中下,,,嶋
本井四馬 U 本

准 祁 弘 恵勝
茂

＋ 夫 美 ＋信

古古 rn西古串

冒
叩廊並向町本

害
者
連
曲
へ
。

◇
山
川
す
み
枝
さ
ん
（
大
水
崎
）
か
ら
、

亡
夫
（
財
人
郎
）
の
香
典
返
し
と
し
て

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ヘ
。

◇
安
井
一
俊
さ
ん
（
名
古
屈
巾
）
か
ら
、

亡
母
（
美
佐
患
）
の
香
典
返
し
と
し
て

有
田
老
人
ク
ラ
プ
及
び
社
会
福
祉
協

議
会
へ
。

◇
石
川
昭
春
さ
ん
（
潮
御
）
か
ら
、
＇
し
父

喜
ヒ
郎
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
譲
会
へ
。

◇
竹
内
和
美
さ
ん
（
中
湊
）
か
ら
、
亡
文

祠
降
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会
福

什
協
議
会
へ

3

◇
四
萩
―
一
芙
さ
ん
（
潮
岬
）
か
ら
、
亡

人
（
良
作
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。

◇
濱
信
人
さ
ん
（
繭
野
川
）
か
ら
、
亡
母

（
八
千
美
）
の
香
典
返
し
と
し
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。

◇
こ
ざ
歌
と
踊
り
の
会
か
ら
社
会
福
祉

協
譲
会
へ
。

⑤ 広報くしもと 11 広報くしもと 11
＇ 
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＼
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一お
知
ら
せ
＆
行
事

串
本
町
で
は
、
半
成
19
年
度
町
立
幼

稚
固
の
図
児
を
次
の
と
お
り
募
染
し
ま

す
3

マ
対
象
者

平
成
1
3
年
4
月

2
nか
ら
平
成
1
6
年

4
月
1
日
ま
で
に
牛
ま
れ
た
満
3
歳
か

ら
満
5
歳
ま
で
の
幼
児
で
、
串
本
町
内

に
居
仕
す
る
者

・
串
本
幼
稚
固
・
潮
岬
幼
稚
園

・
出
雲
幼
稚
園
・
内
向
幼
稚
間

▼
申
込
書
受
付
期
間

11
月
1
日
（
水
）

1
2
0
日
（
月
）

▼
申
込
書
提
出
先

串
本
・
潮
岬
・
出
雲
・
西
向
の
各
幼
稚

圏
、
役
場
窓
LJ

（
什
民
謀
・
総
合
業
務

謬
、
串
本
町
教
育
委
日
会
（
文
化
セ

ン
タ
ー
2
階）

※
申
込
書
は
加
記
の
各
槻
閃
に
用
意
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
串
項
を
記

人
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

串
本
町
で
は
平
成
19
年
度
の
保
育
所

園
児
を
次
の
と
お
り
募
策
し
ま
す
c

了
募
集
す
る
保
育
所

・
串
本
保
育
所
・
四
向
似
育
所

・
上
野

111保
育
所
・
和
深
似
育
所

了
募
集
期
間

且
月
1
日
（
水
）

1
1
5
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
先

人
所
申
両
占
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

役
場
保
健
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
所
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
人
所

申
哨
占
は
保
健
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育

所
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
ご
不
切
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
保
健
福
祉
諜
ま
た
は
各
保
育
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

n]募
集

贋

半
成
19
年
度
の
ぶ
中
本
町
指
定
コ
ミ

袋
の
製
造
・
配
送
・
保
管
」
に
関
し
、

見
柏
入
札
参
加
希
竿
棠
者
を
募
梨
し
ま

す
。
入
札
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
15

日
（
水
）
午
後
5
時
ま
て
に
役
瑞
古
座

分
庁
舎
の
環
塙
衛
生
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

て
参
加
資
格

0
串
木
町
に
事
業
所
を
有
す
る
業
者

o
n
J燃
ゴ
ミ
印
€
袋
に
つ
い
て
は
、
常

時
100
ケ
ー
ス
程
度
(
1
ケ
ー
ス
1
1

印
冊
）
、

そ
の
他
の
各
柿
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

は
そ
れ
そ
れ
50
ケ
ー
ス
程
度
を
貪
昨
笛

で
保
管
て
ぎ
、
指
定
阪
売
店
か
ら
注
文

を
受
け
た
後
、
速
や
か
に
配
迂
を
完
了

で
ぎ
る
こ
と

マ
入
札
時
期

12
月
上
旬

※
お
関
い
合
わ
せ
は
、
環
椅
衛
生
課
(
《
3

0
7
3
5
|
7
2
|
0
0
8
ー
）
ま
で
。

出
本
町
て
は
、
農
地
の
利
用
と
遊
休

奥
地
の
解
消
・
活
用
及
び
担
い
手
の
育

成
を
図
る
た
め
、
迦
休
皮
地
化
し
た
農

地
の
募
染
を
行
っ
て
い
ま
す
。

耕
作
を
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
所
右

し
て
い
る
人
で
、
そ
の
芸
地
を
貸
し
て

下
さ
る
方
は
、
役
場
商
工
農
林
課
ま
で

ご
連
絡
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
罰
い
し
ま
す
。

て
募
集
内
容

〇
串
本
町
内
の
農
地
で
あ
る
こ
と

0
逸
休
農
地

(
1
年
以
上
耕
作
を
し
て

い
な
い
農
地
）

〇
担
い
手
不
几
及
び
高
齢
化
等
に
よ
り

耕
作
不
能
と
な
る
可
能
竹
の
あ
る
農
地

等※
募
集
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
役
場

で
竹
輝
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
耕
作
不
能
な
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

連絡先

串本町役場本庁舎 TEI62-0555 

串本町役場古座分庁舎 TEI 72-0081 

串木病院 TEI62-0635 

古座 JII 病院 TEI72-0280 

学校教育課 TEI62-6066 

生涯学習課 TEI62-0006 

串木町立図書館 TEI62-4653 

保値センター TEI62-6206 

サンゴの湯 TEI62-2001 

B&G海洋センター TEI 62-5540 

国民宿舎あらふね TEI74-0124 

町内放送案内 TEI62-3200 

串本町ホームページアトレス

hllp•//www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアトレス（代表）

soumu @town.kushi叩 to.wakayama.Jp

- -≫--≫--≫--≫--≫--≫--≫--≫--

せ 話 U そ診
んでまれ療予まお約て日串
の の で 以科約すい診」ぅょ本

で予お外窓さ゜て掠約り病
‘約越の U れ 次は診四院
ご受し 方でて 回受燎科でr 1,J下は受い の診を‘は

承はさ市付る 予の実整平
く行い務し方 約際施形成
だっ゜所ては 日‘し外 18
さて尚受下‘ 時墜ま科什
いい‘ 付さ直 を祭すに 11
゜ま電窓し：接 決宰゜つ月

三／
i ---------

［成人関係l
健康相談

鯉
実施El 受付時商 会 堺

l]月2日（木） 9 30~11 00 二色集会所

l]月6日（月）
9 00~10 00 江田区民会館

l0 30~ll 30 田子区民会館

l]月7El（火）
9 00~10 00 大島開発総合センター

10 30~11 30 出雲公民館

l]月lOEl（金） 9 30~l1 00 有田公民館

l]月13日（月） 13 00~15 00 保健センター2階

9 30~10 30 津荷老人憩の家

l]月29日（水） l3 00~l4 00 古田吉年クラブ

14 30-15 30 田原山村交流センター

※誰でもお気旺に会場へお越しください~＇
（血II測定や健康についての相談を受けております）

基本健康診査（集団）

実施日 受付時間 会 場

II月 1日（水） 13:00~14:00 姫老人憩の家

II月15日（水） 13:00~14:00 大烏開発総合センター

l]月22日（水） 13:00~14 00 須江漁業協同組合

※検介内容は…血液検合・心霞図・血序・検尿・身体測定
・医師の診察． PS!¥検杏 (55歳ー75歳まての男性）
共木チ J.J ク（介芯予防筵診） •••65欣以 1 の方

イルス検杏（過去に検杏したことがない人）
れた方には何別辿知しますへ

保健センター11月の行事予定は卜記のとおりです。

※健診等についてのお中し込み•お問い合わせは、

保紐センター (fl0735-62-6206) まて

【乳幼児関係I
乳幼児健診

日時

II月2日（木）
13 00~14 00 

II月9日（木）
13 00~14 00 

II月30日（木）
13. 00~14 00 

境 所

保健センター
2階

保健センター
2階

保健センター
2階

内容

1歳6ヵ月児及び
2歳6ヵ月児恒診

lOヵ月児及び
l歳児健診

4ヵ月兜及び
6ヵ月児健診

乳幼児予防接種

日時

II月7日（火）
12: 40-13: ID 

11月17日（金）
13: I0-13: 40 

II月30日（木）
13:00-14:00 

内容

三種混台
1期初匝l

MR（麻しん
風しん混合）

BCG 

各種教室

日時及び内容

11月14日（火）10 00~ 
ひよこ広場(6ヵ月～1歳児）

II月17日（金）10 00~ 
ちびっこ広場(2-3歳児）

l]月22日（水）13• 30~ 
マタニティー教室（後期）

※一極況合の接極ふj朱は 7菜 6カ）」和酋の力です
(I開」初回は 3-8団の問陥で 3回按柚します.)

※予防扱極・教空の会場はいずれも1は他センター 2階です

歯周疾患検診について

平成18年 4月 l日～平成19年3月31日までの間で40歳
50歳 •60蔵． 70蔵になる方は、今年度無料にて検診が受

けられます。申込みをされていない方は、保健センター

までお申込み下さい。

ぽ診期閻l9月 1日～12月27日まで

※希望調査票等で申し込まれた方には個別通知します。

⑪，広報くしもと 11 広報くしもと 11 ぃ
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し
偽
装
請
負
は
法
律
違
反
で
す
。
大
丈

夫
で
す
か
？
あ
な
た
の
職
場
は
し

和
歌
山
労
例
局
で
は
、
近
畿
の
各
労

働
局
と
連
携
の
下
、
形
式
的
に
は
語
負

契
約
と
し
な
が
ら
実
態
は
発
注
者
が
話

負
労
働
者
を
直
接
指
揮
命
令
す
る

「偽

装
訥
負」

を
解
消
す
る
た
め
、
期
問
中

に
周
知

・
啓
発
活
動
や
事
業
所
へ
の
集

中
的
な
指
祁
監
督
を
実
施
し
ま
す
。

事
築
主
の
皆
様
に
は
、

「適
正
な
業

務
聞
負
」
「
適
正
な
労
働
者
派
造
」
に

つ
い
て
、
十
分
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

10
月
1
日
1
1
1
月
30
日

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
和
歌
山
労
働
局

職
業
安
定
部

(6
0
7
3
ー
4
2
1
ー

6
1
5
0
)
へ
。

女性に対する暴力根絶のための
シンボルマーク

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

串
木
町
役
場
滴
工
農
林
課

6
0
7
3
-
3
|
6
2
|
0
5
3
5
 

華・

厠
遊
倦
農
拇J活

里
梨
援
璽
業

遊
休
農
地
祈
用
事
業
が
4
月
に
始

ま
っ
て
か
ら

6
ヶ
月
が
過
き
ま
し
た

3

こ
の
間
に

10
数
ヶ
所
が
補
助
金
の
交
付

を
受
け
、
遊
休
農
地
の
砧
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
c

町
内
右
仕
者
の
方
で
3
年
以
上
農
業

に
従
事
て
ぎ
る
方
を
対
象
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
単
価

農
地
の
買
収
及
び
借
用
し
た
場
合

(
1
年
目
）
ー
ア
ー
ル
当
た
り
6
千
円

(
2
年
目
）
ー
ア
ー
ル
当
た
り
3
千
円

(
3
年
目
）
ー
ア
ー
ル
当
た
り
ー
千
円

苗
木
等
を
購
入
し
た
場
合

※
土
壌
作
り
の
た
め
使
用
し
た
肥
朴
代

も
含
む

（
初
年
度
の
み
）

J
A
で
1
/
4
補
助

町
で

1
/
4
袖
助

(
2
年
目
以
降
）

ー
ア
ー
ル
当
た
り
上
限

5
T円

▼
交
付
条
件

0
町
内
の
遊
休
農
地
で
血
栢
は

3
ア
ー

駆

身
休
加
害
者
連
附
と
は
身
体
加
害
者

の
自
寸
更
布
と
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
身
休
障
害
者
福
祉
法
に

姑
づ
き
さ
ま
さ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
て
す
。

町
内
で
は
肢
体
・
視
カ
・
聴
力
な
ど

に
齢
害
を
も
つ
多
く
の
力
が
こ
の
連
阻

に
加
人
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
身
体
如
害
者
連
胆
に
加
入
し
、

杜
会
参
加
の
幅
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

身
体
障
古
者
述
盟
係

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
-
J
-
J
-
a
 

への
蔽

付
嘩

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関

す
る
法
律

（石
綿
救
済
法
）
に
よ
り
、

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
た

こ
と
に
よ
り
中
皮
腫
や
肺
が
ん
等
を
発

症
し
、
平
成
13
年
3
月
26
日
以
前
に
死

亡
し
た
労
働
者
の
ご
家
族
で
あ

っ
て、

時
効
に
よ
り
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
逍

族
補
佑
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し

た
方
に
対
し
て
特
別
逍
族
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■早
め
の
請
求
を
お
勧
め
し
ま
す
ー
・

特
別
姐
族
給
付
金
の
う
ち
特
別
逍
族

年
金
は
、
請
求
が
あ
っ
た
日
の
屈
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
に
な
り
ま
す
の

で
、
請
求
が
遅
く
な
る
と
受
給
総
額
が

減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

特
別
迅
族
給
付
金
は
法
施
行
日
か
ら

3

年
を
経
過
す
る
平
成
21
年
3
月
27
日
以

降
は
、
そ
の
拍
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
諸
求
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

■救
済
給
付
と
同
時
申
請
で
き
ま
す
ー
．

石
綿
ば
く
露
を
原
因
と
す
る
疾
病
に

つ
い
て
、
石
綿
ば
く
露
の
原
因
が
業
務

に
よ
る
も
の
な
の
か
、
業
務
以
外
の
原

因
に
よ
る
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
な
い

場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
の
諮
求
と

圃

お
知
ら
せ

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

0
自
己
所
有
の
逸
休
農
地
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

0
"山
木
（
肥
料
代
）
等
に
つ
い
て
は
J

A
か
ら
購
人
し
た
も
の
に
限
る
。

※
詳
し
く
は
、
出
本
町
役
瑞
商
工
農
林

課

-
1
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
5
5
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
し

,
 

平
成
18
年
9
月
未
現
在
、
仝
日
の
菩

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

翌
祭
庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者
と
し
て

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
と
で
特
別
手
配

し
て
い
る
オ
ウ
ム
貞
理
教
関
係
被
疑
者

3
人
を
始
め
と
し
て
約
2
,
2
0
0
人

に
卜
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗

等
の
凶
忠
申
件
、
暴
行
、
障
害
約
の
相

暴
事
件
、
窃
盗
事
件
、
許
欺
、
横
領
各

の
知
能
犯
申
件
な
ど
に
関
し
て
手
配
さ

れ
て
お
り
、
町
び
犯
行
を
繰
り
返
す
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
早
期
に
検
挙
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

笞
祭
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被

疑
者
を
選
定
し
て
、

11
月

111に
全
国
菩

察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
う

こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
省
の
早
期
検

~
Tに
収
り
紺
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向

け
た
各
秤
捜
壺
活
勁
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
指
名
手

配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け
た

と
い
っ
た
情
報
的
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な

こ
と
て
も
結
栴
て
す
の
て
、

笞
察
に
通

報
し
て
い
た
た
く
よ
う
お
顎
い
し
ま
す
。

串
本
苫
察
署

救
済
給
付
の
中
諮
、
あ
る
い
は
特
別
逍

族
給
付
金
の
諮
求
と
救
済
給
付
の
中
睛

を
同
時
に
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

新
宮
労
働
基
準
監
督
署

(6
0
7
3
5
|
2
2ー

5
2
9
5
)

紀
隅
本
線
ャの

・

一

利
用
促
進
に
索
病
品で

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会
で
は
、

大
切
な
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道
の
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
移
動
手
段
と
し
て
、
自
動
車
利
用
の

比
率
が
科
ま
る
中
、
「
鉄
道
利
用
率
の

低
下

↓

鉄
道
ダ
イ
ヤ
の
減
少

↓

鉄
追
離
れ
」
と
い
う
悪
循
棗
を
断
ち
切

り
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
交
通
環
税

の
維
持
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

鉄
道
会
社
へ
も
利
便
性
の
向
上
に
つ

い
て
常
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
に
は
、

①
渋
滞
な
し
で
時
間
に
正

確

②
安
全
性
が
高
い

③
地
球
環
徴

に
優
し
い
等
の
利
点
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
鉄
迫
の
存
続
の
た
め
｀
利
用
促

進
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会

今年の火災・救急件数
- 10月1日現在一

火災件数 救急 件 数

建 物 41牛 交通ワ6f牛

林野 0件急病 499件

その他 1件 その他 241件

合計 5件合計 816件

火災のない住みよい豊かな町づく り

⑬ 広報くしもと 11 広報くしもと 11
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|
0
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悩
ん
で
い
る
方
々
、
女
性
に
対
す
る
暴

カ
の
相
談
窓
口
へ
！
早
め
の
相
談
が
問

題
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

和
歌
山
県
て
は
、
女
性
に
対
す
る
屎

カ
の
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
層

推
進
す
る
と
と
も
に
、
女
竹
の
人
権
尊

重
の
た
め
の
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
て
、

期
間
中
、
県
内
各
地
で
街
頭
啓
発
を
実

施
し
ま
す
。

女
竹
に
対
す
る
築
力
は
人
権
侵
害
で

す
。
暴
カ
ゼ
ロ
の
社
会
を
目
指
し
て
、

背
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
頻
い
し
ま
す

3

マ

期

間

11
月
1
2
n
(
n
)
1
2
5
H
（
ー
）
ま
て
の

2
週
固

※
11
月
25
日
は
、
「
久
性
に
対
す
る
偲

力
撤
廃
国
際

H
」
で
す
。

▼
県
内
の
相
談
窓
口

女
性
相
談
所

(
6
0
7
3
|
4
4
5
|
0
7
9
3
)
 

束
牟
晨
枷
其
局

(
6
0
7
3
5
|
2
l
|
9
6
2
9
)
 

男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

(
6
0
7
3
|
4
3
-
3
|
-
3
2
4
6
)
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打国国園口闘口
日I曜I 行事内容（時間） 場 所 I主筐課等
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＿
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一
人
―
r
m
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と
＿
と
＿
南
ノ
＿
演
＿
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一
(
-
献
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I

予

一回

＿

老

一献

面

も

＿

さ

＿

最

ヴ

＿

講

―

行

如
一
般
印繹-
2

一
居
殴

—3
し
＿
る
―
が
フ

一権
＿
権

回

云
2

一畑

2

l
楕

＿

I

第

入

一

行

＿

防

＿

―

-

第

一

独

ニ

ー第

く

ふ

＿

本

グ

＿

人

一

人

日
一
木
-
木
-
＊
一
木
一
金

一金
日
丁
＾

一水

一日

日

一

士

旦

月

一

木

5

写

写

写

写

i10

↑101
12i
1
4
-
1
5

i
1
9
1
9

蕊
i26↑27
↑30

他
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
体
を
動

か
す
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
こ
の

休
採
は
、
余
分
な
力
を
抜
い
て
呼
吸
と

共
に
体
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
動
か
す

こ
と
で
、
体
の
自
然
治
癒
力
を
強
化
し
、

筋
肉
の
こ
り
を
ほ
ぐ
し
血
液
の
循
環
を

よ
く
し
ま
す
。

▼
日

時

11
月
29
日
（水
）
・
12
月
ll
日
（月
）

午
後
1
時
ー
3
時

▼
対

象

串
本
町
民

（一

般
成
人
）

▼
募
集
人
員

40名
▼
場

所

串
本
町
武
逍
館

（旧
串
本
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
）

▼
講

師

生
命
の
貯
苓
体
採
普
及
会

泉
南
支
部
長
林
郁
子

※
体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
下
さ

、
。

,
V
 

▼
申
し
込
み

11
月
17
日

（金）

ま
で
に

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
串
本
町
地
域
保

▼
日

時

11
月
ll
日
（土）

受
付
11
時
応
分

解
散
15
時
頃

マ
場

所

串
本
駅
集
合
i
古
座
駅
解
散

▼
距

離

勺
0
m

91
l
k
 

※
全
体
的
に
平
坦
で
家
族
向
き
な
コ
ー

ス
で
す
。

▼
参
加
費

500円

（保
険
料
、
記
念
品
代
）

小
学
生
以
下
無
料

小
雨
決
行

出
発
1
1
時
30
分

生
命
の
貯
蓄
体
操
講
習
会

璽

催

し

▼
コ
ー
ス

串
本
駅
ー
無
益
寺
ー
犬
戻
り
橋
ー
く
じ

の
川
辻
地
蔵
ー
柏
杭
岩
（休
憩
）
ー
澤
信

坊
道
標
ー
紀
伊
姫
駅
ー
九
龍
局

・
鯛
島

1
原
町
の
小
批
ー
古
座
駅
（
解
散
）

※
く
じ
の
川
i
原
町
の
小
堂
の
間
は
、

熊
野
古
道

・
大
辺
道
ル
ー
ト
で
す
。

▼
お
申
込
み
先

串
本
町
観
光
協
会

6
0
7
3
5
1
6
2
_
3
1
7
1
 

▼
主

催

串
本
町

・
串
本
町
観
光
協
会

・
古
座
観

蓋会 ふ
れ
あ
い
パ
ィ
キ
ン
ぉグ

田

今
月
の
網
税

ァ
税

目

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
8
期）

〇
介
設
保
険
料
（
第
8
期）

▼
納
期
限

11
月
30
日

（木
）

※
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

今
月
苦
労
し
た
の
が
新
し
い
町
の
シ

ン
ポ
ル
の
写
真
。
ス
イ
セ
ン
は
去
年
撮

影
し
た
も
の
を
探
し
、
ト
ビ
ウ
オ
は
札

場
に
行
っ
て
撮
影
、
キ
ン
カ
ン
は
典
協

か
ら
お
借
り
し
、
と
3
つ
ま
で
集
め
た

の
で
す
が
、
最
後
残
っ
た
の
が
メ
ジ
ロ
。

「山
で
み
か
ん
を
二
つ
に
割
っ
て
骰
い

と
け
ば
寄
っ
て
来
る
よ
。」
と
の
話
を
開

き
、
山
で
の
撮
影
も
詑
悟
し
て
い
た
の

n3
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー

-＿
―
-Cl

ネ`ソ
ト
で
探
す
と
無
料

後

で
手
に
入
り
ま
し
た
。

集
，
1
便
利
な
時
代
で
良
か
っ

編

合
す
。

(N)

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（6
0
7
3
5
_

6
2ー

6
2
0
6
)

へ
。

「J
R
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
熊

野
古
道

・
大
辺
路
を
歩
こ
う
」
を
次
の

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
ス

タ

ッ
フ
が
語
り
部
と
し
て

同
行
し
、

15
ヶ
所
で
ご
説
明
し
ま
す
。

謡習の名称 日 時 場 所 受謁料等 受付開始予定

コンクリート造の 12月5E（火）～ 和歌山県勤労福祉会館
¥ 10.100 ll月6日（月）～

工作物の解体等 12月6日（水） （ブラザホーフ）

地山の掘削及び 1月16日（火）～ 和歌山県勤労福祉会館
土止め支保エ

1月18日（木） （ブラザホープ）
¥ 16.500 12月18日（月）～

(3日間講 習）

石 綿
1月25巳（木）～ 和歌山繋勤労福祉会館

¥ 9.900 12月25日（月）～
1月26日（金） （ブラザホープ）

建築物等の 2月13日（火）～ 和歌山県勤労福祉会館
¥ 9.800 1月15口（月）～

鉄骨組立て等 2月14E3（水） （プラザホープ）

足場の組立て等
3月6巳（火）～ 和歌山果勤労福祉会館

¥ 9.600 2月5日（月）～
3月7日（水） （プラザホープ）

（注） 1.講義時間はいずれも AM9:00-PMS:20（講義内容により、変更がありま す。）

2.講習会の受付は、 講習会開催の約 1ヶ月前からです。

3.受講料は当方に御持参いただくか、又は現金密留でお頻いします。

4. 受訊科等には、テ キス ト代が含まれています。

5.定貝になり次第、締め切 ります。

※平成J8年4月より、新しく r石綿作業主任者」の賓格ができました。

建設業労働災害防止協会和歌山県支部

Tel 073-436-1327 Fax 073-426-3987 

⑮ 広報 くしもと 11 広報 くしもと 11
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※雨天の場合、 11月12日（日）に順延します。

【主催】串本町・串本町教育委員会

【お問い合わせ先】串本町役場生涯学習課（合 0735-62-0006)

麗層骨ン，tンタン9ンド
傷鵬”うり汎り


